



























放火自殺者を除く住宅火災による死者 人のうち、 ％にあたる 人が
歳以上の高齢者である。また、時間帯別に見ると全体の ％にあたる




の統計によれば、こんろ（ ％）、たばこ（ ％）、放火（ ％）、ストー
ブ（ ％）が原因別発生件数の上位を占めている。出火原因別の死者数につ






















































































































行った結果である。年代は回答者の分布を踏まえ、 代までは 歳刻み、 代
以降は 歳刻みとしている。未回答やその他の回答を除外しているため、総数






性 別 住居形態 同 居 者








































左端に 全く自信がない 、右端に 非常に自信がある と明記された の
線分上の任意の位置に印をつけることが求められた。これは












































表 からは、消火器の設置率が ％と高く、スプリンクラー設備は ％
と低いことがわかる。消防法の改正により設置が義務づけられている住宅用火










































係数が 以下と低い 因子に属する 項目、全ての因子に対する因子負荷































































































































女 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
男 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
代 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
代 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
代 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
代前半 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
代後半 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
代前半 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
代後半 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
歳以上 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
所有 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
賃貸 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
同居あり ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
同居なし ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
全体 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
火災になりかけた状況について つの項目をあげ体験の有無をたずねた。具
体的な項目は図 に示す 項目と、 焚き火の火が急に大きくなったことがあ
る 家の外に出したものに放火されたことがある の 項目である。ただし、
焚き火については屋外で発生する事象であること、放火については状況が異な
ることからここでは除外し、 項目について経験をしたことがある人の割合を
求めた。図 からは やかんや鍋の空焚き が最も多く、次いで こんろの近
くでものを焦がす という経験が多いことがわかる。これら 項目について少
なくとも つ以上経験がある回答者の割合は ％であった。また、回答者の








































年代の 項目が投入された。避難の自信については性別、第 因子、第 因子、
隣近所での話し合いの 項目が投入された。ただし、標準化 の値はいずれも
それほど大きくなく、 防火 （ 、 ）、 消火 （ 、








が平成 年 月 日であることを踏まえると、現状の ％は十分に高い値で
あるとはいえないだろう。また、設置義務化を知らない人が若い世代や賃貸住
防 火 消 火 避 難
項目 標準化 項目 標準化 項目 標準化
（定数） （定数） （定数）
火災経験 性別 性別
第 因子 第 因子 第 因子
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